
☀「ああ、なつかしい赤ちゃんのにおい･････。」 

 久しぶりの赤ちゃんに、私をはじめ、家中が夢中になってしまいました。すがすがしい

空気を残して、いろいろなことを思い出させてくれたかわいいゲストに、ただただ感謝。

その上依頼者の方のお役に立ったなら、そんな素敵なことはないですよね。 

 

☀ 小さなお子さんをお持ちのお母さんは、本当に大変だと思います。 

育児をするのは当たり前、誰からも褒められないという状況で頑張っているお母

さんにエールを贈りたくて、ファミリーサポートの活動を始めました。 

子どもを愛おしいと思っていても、一生懸命「よい子に育てないと･･･」と思った

途端、苦しくなってしまう。そんな時に、“お母さん、すごいね！”“お母さん、頑張

っているね！”という声を掛けてあげたい。 

頑張っているお母さんに笑顔が戻って来るのを見て、やりがいを感じています。 

 

登別市ファミリーサポートセンター 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ ファミリーとの出会いは、私の入院が決まったときでした。６ヶ月の娘を抱え、頼れ

る親戚も近くになく･･･と途方にくれていたとき、ファミリーサポートを知りました。他

人に子どもを預けることは正直不安もありましたが、提供者の方と事前にお会いするこ

ともでき、安心して入院することができました。おかげさまで、今では元気もりもり、

これからは私がみなさんのお役に立てたらと思っています。 

 

☀ 夫の転勤で登別市に引っ越してきて、とても心細かった時にファミリーサポートを知り、

入会しました。活動を通して、色々な方との縁もでき、外に出るきっかけにもなりました。 

お預かりしたお子さんとわが子がお友達になれて、子どもにとってもよかったと思います。 

  

☀“ありがとう”の一言ではとても足りないくらいの感謝の気持ちで一杯です。 

「母親が仕事をしているから」という理由で娘の笑顔を減らしたくないと思って

いましたが、一層増していく無邪気で明るい笑顔に、提供会員の温かさを感じ、

ファミリーサポートのスタッフの方々のご支援があったからと感謝しています。 



☆わが子が生まれるまでは、子どもはそれほど好きではありませんでした。子ども

が生まれると愛情が湧き、いつの間にかファミリーサポートに携わるようになり、

お子さんのお預かりや送迎などの活動をするようになりました。徐々に慣れてき

て、この歳になっても変われる、成長できるのだと思いました。 

 託児で泣いているお子さんのお相手も、全然苦ではなく、むしろ“かわいい”と

思える余裕のある自分を発見しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☀ 人見知りの私でしたが、ファミリーサポートセンターに入会して、いろいろな人との

出逢いがあり、世界が広がりました。 

今まで十数年間、専業主婦として 誰からも感謝されることなく暮らしてきましたが、 

誰かに必要とされ、感謝されることがこんなに嬉しいことだと知りました。 

 

☆ファミリーサポートは、日々の生活の中で少し息抜きができ、「人と接するって楽しい♪」 

と思える場所‥‥感謝の言葉しかありません。 

 講習会では自分の知識を高めることができ、子どもも託児でいろいろな方に会うことで、 

人間性や社会性を学んでいると思います。 

 子育て真っ最中のママたちは、頑張って踏ん張って疲れてしまう前に、ファミリーサポー

トに登録してほしいなぁと思います。 

☆ 出産後も仕事を辞めたくなかったのですが、保育所が一杯でどうしようかと

悩んでいました。友人にファミリーサポートセンターを紹介してもらい、お陰で

安心して職場復帰することができました。 

☀ 今まで仕事を続けてこられたのも、ファミリーサポートセンターのおかげです。最初

のうちこそ戸惑っていた子どもも、今ではすっかり提供者のお宅に行くのを楽しみにし、

帰りたがらないこともしばしばです。子どもを笑顔で迎えてくれる、子どもが笑顔で帰

ってくる。こんな安心のサポートです。 

☆最近嬉しかったこと♫♫ まだ支えていなくてはお座りができない 7ヶ月の時に初めて

お預かりをしたお子さんを、3才になって再びお預かりする事になりました。 

ちょっと乙女になっていて、かわいらしい声で「覚えているよ💛」と。帰りには「帰り

たくない！」と泣いてくれて…嬉しかったです。カサカサな心を潤してもらいました。 

 

 


